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信仰者が実感できることであり、そうして義とされ罪を赦されることにより、そのような神の愛
へと答えようとする意志と心が生ずる。それが聖化へとつながるものである。また具体的な行動
としては、他の人間に対して正しくあることへとつながるのであり、それは隣人を愛することに
他ならない。社会正義、隣人愛と神の義なる愛（義をその内に含む神の愛）とは切り離せないも
のであり、また自らの救済を確信することによる神への信仰を失った社会正義や隣人愛は、結局
人間を苦しめる偽善的な空しいものとなる。
　ゆえに、神の義ということは厳しく恐ろしい結果をもたらす裁きではなく、人間を赦し、救い、
完全な存在とするためのものであることになる。さらにこの信仰を通して、将来への希望、差し
当たっては明日への希望を人間に与えるものなのである。
まとめに代えて
　そもそも義が正しさであるならば、「正しい何か」という言い方に実質的内容はあっても、「正
しさそのもの」は概念的なものであって、実質を伴わないのではないか。内村がルターから受け
継いだ義の概念が関係概念であるとすればなおさらである。愛が、愛すべき対象があってこその
愛であるように、義もまた正しくあるべき関係性があってこその義である。まず関係があり、関
係を構築する当事者があってはじめて、その関係の正しさということが言えるのである。正しさ
そのものが関係性を築くということは考えにくい。内村による義の強調を、あまりに厳格主義的
であり赦しがないと批判することも可能ではある。その厳しさについていけず、彼の元を去った
ものも少なくはなかった。しかし、内村がどのような関係性を前提として義を強調したか、とい
うことを見落としてはならないのではないであろうか。
　キリスト教の特徴を義と愛とした場合、あるいはキリスト教の神の特徴を義の神と愛の神とい
う二つの側面であらわそうとした場合、内村鑑三といえば、義にまつわる部分を強調したキリス
ト者であると捉えられることが多いのではないか。また彼の持つ頑固一徹で厳格な、預言者的な
部分もそれを後押しする。しかし、その義とはなにか、という部分に関しては、自明なものとさ
れ、意外と語られてこなかったようにも思われ、また内村自身も必ずしも詳細に議論しているわ
けではなかった。今回内村のテキストを検討して明らかになったことは、神の義は愛と共にはた
らく、あるいは神の愛は義を含むものであるということであり、また人間の救済とそこから生ず
る大きな希望のために、重要な役割をはたすということであった。内村が強く主張する義は、基
本的に誰かを断罪するためのものではなく、神との正しい関係に入り、救われるためのものだっ
たのである。
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